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   The concentration of Ceftizoxime (CZX) was determined in the prostatic tissue and 
serum of 130 patients with benign prostatic hypertrophy. Two grams of CZX was given by 
intravenous injection prior to TUR. The mean value of CZX levels in prostatic tissue and 
prostatic level/serum levels ratio (p/s ratio) after administration were 47.2±2.8  peg, 49.1% at 
30 minutes,  33.3±2.2  pg/g, 51.4% at one hour,  22.2±2.7  pg/g, 60.8% at 2 hours,  13.6±3.9  tig/g, 
64.2% at 4 hours,  3.04  ±0.54 pg/g, 74.5% at 8 hours, respectively. In conclusion, the concentra-
tion of CZX in the prostatic tissues attained the minimal inhibitory concentration of  80%, for 
the gram-negative bacteria, the excluding P. aeruginosa. Thus clinical effectiveness of CZX 
could be expected on bacterial prostatitis and bacterial infection after prostatic operations. 
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緒 言
Ceftizoxime(CZX)は藤 沢 薬 品 中央 研 究所 で開 発
され た,第3世 代 の注 射 用Cephalosporin系抗 生 物
質で あ る.CZXは グ ラ ム陰 性桿 菌 に 対 す る抗 菌 力 が
非 常に 強 く,E.coli,Klebsiella,P.mirabilisなどに対
して は も ちろ ん,従 来 のCephalosporin系抗 生物 質
では抗 菌 力 が 弱 か ったH.influenzae.イン ドール 陽 性
ProteUS,およびSerratia,Enterobacter,(]itrobacterな
どの弱 毒 菌に も強 い抗 菌 力 を示 し,ま たB.fragilisを
は じめ とす る嫌 気 性 菌 に 対 し て も,強 い 抗 菌 力 を示 す
とされ て い る1～3).今回 わ れ わ れ はCZXの 細菌 性 前
立 腺炎 や 前 立 腺 術 後 の二 次 感 染 予 防 に 対す る 治療 指 針
を得 る 目的 で,東 北 大 学 泌 尿 器科 関 連21施設 に お い て,
CZXの 抗 菌力 お よび 前 立腺 組 織 内 へ の移 行 性 に つ い
て検 討 した の で,そ の成 績 を報 告 す る.
対 象 お よ び 方 法
1983年4月よ り1984年3月ま で の期 間 に,東 北 大 学
泌 尿 器科 関 連21施設 に お い て 前 立腺 切 除術(TUR-P)
を施 行 した 前 立 腺 肥 大 症 患者,130例(TUR.回 数152
回),年 齢 は52歳～86歳,平 均 年 齢723歳,を 対 象 に,
術 前CZX2gをoneshot静 注 し,前 立 腺 組 織 内
濃度,組 織 切 除 時 の血 中 濃 度 を 測 定 した.各 組 織 は2
倍量 のM/15燐 酸 緩 衝 液(pH7.0)を 加 え ホ モ ジ ネ
ー トし,2300GIO分 間 遠 心 して そ の 上 清 の薬 剤 濃 度
を測 定 した.CZXの 濃 度 測 定 はB.subtilisATCC
6633を検 定 菌 とす るdisk法 で お こ な った.同 時 に







Tablel.尿 中 よ りの 検 出 菌

































































































































Fig.3・感 受 性 分 布(適 応 菌 種)
113株60%を:占め て い る.グ ラ ム陽 性 球 菌 で は&
epidermidis33株,S.faecalis31株と多 く占 め,グ ラム
陰 性桿 菌 で はE.coli31株,S.marcescens20株,P.
aeruginosa16株な どが 多数 を 占め て い る.グ ラ ム陽 性
球 菌74株の感 受 性 分 布 をFig.1に 示 したが,第 三 抵
代 のcephem系 抗 生剤 の抗 菌 力 は 全 般 に 弱 く第 一 世
代cephem系 のCEZが も っ と もす ぐれ た 抗 菌 力 を
示 した.
つ ぎに グ ラム陰 性 桿 菌113株に つ い てみ る とFig.2
の ご と く第三 世 代cephem系 は 第 一,第 二 世 代cep・
hem系 と比 較 して す ぐれ た 抗 菌 力 を示 し,な か で も
CZXが もっ と もす ぐれ た 抗 菌 力 を示 した.
さ らに 第三 世 代cephem系 に つ い て 適 応 菌 種 に お
け る感 受 性 分布 をみ る と(Fig.3)czxは グ ラム陰
姓 桿 菌 の場 合 同様 もっ と もす ぐれ た 抗 菌 力 を示 した が,
CPZの 抗 菌 力 は 第三 世 代cephem系 の な か で はや や
劣 る傾 向 が み られ た.
つ ぎに 前立 腺 組 織 内移 行 の 成績 をTable2に 示す.
CZX2goneshot静 注30分 後 の 前 立 腺 組 織 内濃




あ った.い っぽ う血 清 中濃 度 は30分で96.1μg/ml,1
時 間 で64.7μ9/ml,1.5時間 で44・2μ9/ml,2時間 で
36.2μ9!m1,4時聞 で21・2μ9!ml,6時間 で11・5μ9/
ml,8時間 で4.1μglm1であ り,血 清 中 か ら組 織 に 対
星 ・ほか:Ceftizoximo・前 立 腺組 織 内移 行
Table2.CZX29静 注 時 の 血 清,前 立 腺 組 織 内濃 度(実 測値)
152検体




















































Fig.4.CZX29静注 時 の 豆蜻 ・i喬立線 組 鍮 膳 行(実 灘働































持 続 時 間


























っぎvcCZX2g静注 時の前立腺 組織内濃度 と前
立腺主要起炎菌に対するCZXのMIC80の 関係で
み る と,E.coliO.1μg!ml,Klebsiellap.vulgaris,p.
mirabilisがそ れ ぞ れo.025μ9/mlであ り(Fig.6),
それ らの細 菌 のMIG80以 上 の血 清,前 立腺 組 織 内
持続 時 間 は,E.coliでは 血 清 で19時間16分,前 立腺
が19時間24分,Ktebsiella,P.vulgens,P.mirabilisで

























著効を示すことを しばしば 経験する.ま た池田はラ

















果と一致 した.ま たGPZとCZXの 血清中濃度と
前立腺組織内濃度の比較においては,血 清中濃度では
CPZがCZXを うわ まわるが,前立腺組織内濃度で
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